
基礎の線熱貫流率の評価方法について

新評価方法 従前の評価方法（旧評価方法）
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・基礎形状によらない代表値
・基礎断熱の形状別の早見表（ベタ基礎2仕様、布基礎2仕様）

早見表の例

・基礎形状によらない代表値（変更なし）
・基礎断熱の形状別の早見表を拡充（ベタ基礎9仕様、布基礎9仕様）

・基礎形状をパラメータとした一般公式

外断熱 内断熱 両面断熱 外断熱 内断熱 両面断熱

ベタ基礎 布基礎

土間断熱なし

土間コン上面断熱

土間コン下面断熱

土間

基礎壁 基礎壁

グレー：現行評価方法の早見表で確認できる仕様

青 ：新評価方法の早見表で追加される仕様（ベタ基礎）

緑 ：新評価方法の早見表で追加される仕様（布基礎）

原則、使用すること

廃止とするが、経過措置として当面
の間、使用可能
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※令和８年10月２１日付け発出の事務連絡「建築物エネルギー消費性能適
合性判定等における基礎の線熱貫流率評価の取扱いについて」をご確認くださ
い。https://www.mlit.go.jp/common/002027707.pdf

https://www.mlit.go.jp/common/002027707.pdf
https://www.mlit.go.jp/common/002027707.pdf


新評価方法の内容について

新評価方法の１）ψ（土間床等の外周部の線熱貫流率）値は、
①「基礎形状によらない値を用いる方法」（ψ：一般的な基礎断熱の場合0.99）
②「定常二次元伝熱計算に より算出した代表的な仕様の計算例の値を用いる方法」
③ 任意評定のψ
のいずれかで定めた性能値を計算に用いる。

評価方法について
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２）U（熱貫流率）

１）Ψ（ 線熱貫流率）

【新評価法】
基礎立上り(基礎壁)と基礎を別々に評価する方法
１）土間床上端から下の部分を線熱貫流率で評価
２）土間床上端から上の部分を熱貫流率で評価

１）Ψ（ 線熱貫流率）

２）U（熱貫流率）

【旧評価法】
基礎立上り(基礎壁)と基礎を一体で評価する方法
・地盤面から基礎立上がり400mmまでの熱損失を一体評価
・地盤面から400mm超を基礎壁として評価。

令和８年1１月１日で廃止するが、
経過措置として当面の間、使用可能
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○RC造・Ｓ造の場合、
構造熱橋部の熱損

出量を算出

〇部位毎にJIS等に基
づく建材の熱抵抗値
などを基に算出

〇熱橋部を含め断面構
成を詳細に考慮する
方法や所定の計算式
により簡易に算出す
る方法もある

屋根･天井

【屋根】
【外壁】

【開口部】

【床】

➢ 外皮のうち、屋根・天井、外壁、開口部、床等の部位毎の熱貫流率等を計算し、住宅全体の外皮平均熱貫
流率を算出します。また、RC造・Ｓ造の場合、構造熱橋部の外皮熱損失量を算出します。

➢ 外皮の計算は「計算シート」※を用いて行います。

※（一社）住宅性能･評価表示協会 住宅の外皮平均熱貫流率及び平均日射取得率計算書など

Point

新評価方法における外皮性能（外皮平均熱貫流率）の計算
（標準計算）

不要（熱損失量は０として計算）
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土間床

外周長さ 線熱貫流率× × =

床

不要（線熱貫流率を０として計算）

例えば、
○外気や外気に通
じる空間に接して
いる部分：「1.0」

○外気に通じてい
ない空間に接して
いる部分：「0.7」
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冷房期の総日射熱取得量 ÷ 外皮面積合計 × １００

= 暖房期の平均日射熱取得率（ηAH値）暖房期の総日射熱取得量 ÷ 外皮面積合計 × １００
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➢ 外皮のうち、屋根・天井、外壁、開口部等の部位毎の日射熱取得量を計算し、住宅全体の平均日射熱取得率
を冷房期・暖房期それぞれについて算出します。（床・土間床は計算対象外です。）また、RC造・Ｓ造の場合、
構造熱橋部の日射取得量を算出します。

Point

新評価方法における外皮性能（平均日射熱取得率）の計算
（標準計算）

外壁（基礎壁含む）
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土間床等の外周部 不要（日射熱取得率を０として計算）
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土間床 不要（方位係数 下面＝０）

外皮面積

土間床面積

床

基礎 不要（線熱貫流率を０として計算）

不要（方位係数 下面＝０）
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○RC造・Ｓ造の場合、
構造熱橋部の日射熱
取得量を算出。

〇「1.0」or「外気
側表面の日射
吸収率に応じ
た値」

〇 暖房期と冷房期そ
れぞれに、地域の区
分と方位に応じて定
められている値

〇「1.0」or「部位周
辺の日除けの形
状等から別途算
出した値」

×

×
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